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界面活性剤を用いた油汚染地盤の
原位置洗浄法の研究

岡田 正明＊1　　磯村 渉＊1　　仲沢 武志　　野口 俊太郎＊1　　華嶽 一郎＊1　　近藤 敏仁＊1

A s t u d y  o n  i n - s i t u  s o i l  f l u s h i n g  m e t h o d  u s i n g  s u r f a c t a n t  f o r  o i l - c o n t a m i n a t e d  g r o u n d s

Masaaki OKADA, Wataru ISOMURA, Takeshi NAKAZAWA, Shuntaro NOGUCHI, Ichiro KAGAKU, Toshihito KONDO

平成18年３月に環境省から「油汚染対策ガイドライン」が公開され，油汚染対策の考え方が示された。ひとことで油汚

染のある土地と言っても汚染の程度は，数１０％から数mg/kgと幅広く，汚染状況に合わせてさまざまな手法を選択

することになる。ガイドラインにおいては，地上での油膜油臭が汚染発見の契機とされているが，１％以上の高濃度汚

染が技術開発のターゲットである。高濃度汚染に対して広く採用されてきた浄化手法は掘削・搬出処分であるが，稼

働中の事業所では実行できないこと，さらに，深い汚染では処理コストが高くなること，などの問題をかかえていた。

原位置洗浄法は，油汚染地盤を掘削せずに浄化する，低コスト，低環境負荷の技術である。本技術は，汚染サイトに設

置した井戸に界面活性剤を注入し，油と共に回収することで油汚染地盤を効率よく浄化するものである。筆者らは，稼

働中の事業所などのように掘削の困難なサイトにおいても適用が可能であるという界面活性剤による原位置洗浄手

法について研究を進めている。

本研究は，国内の実汚染サイトにおいて原位置洗浄法の効果を実証するとともに，同法における課題を抽出すること

を目的とした。以下の通り実用性を確認したので報告する。

（1） 高濃度の油汚染地盤から採取した土壌を用いた室内試験において油除去率は９７％であった。

（２） 実際の高濃度油汚染サイト（平均15,000mg/kg、遊離油分あり）で界面活性剤を使用した原位置洗浄法の実

証試験を行った結果，油除去率は平均で８１％であった。
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老朽化したフィルダムに堆積した底泥土の
粒度・塑性指数と強度に及ぼす影響

北島 明　　福島 伸二＊1

Investigation on Grading and Soil Plasticity Characteristics of Muddy Soil in Reserviors for Improvement of Old DAM Embankments

Akira KITAJIMA, Shinji FUKUSHIMA

築造年代の古いフィルダム（H≧15m），特にダム基準の制定以前に築造されたものは老朽化により改修を必

要とするものが多く，ため池に比較すると堤体や池の規模が大きく改修に必要な築堤土や除去処分すべき底泥

土が大量になるなど，より深刻な問題となっている。このようなフィルダムは約1700～1800箇所あるとさ

れているが，筆者らは砕･転圧盛土工法が老朽化フィルダムの堤体改修にそのまま適用できると考え，フィルダ

ム底泥土の粒度分布を調査し，堆積場所による粒度の相違は無視できないことが分かった。本稿では，老朽化

フィルダムの貯水池内に堆積した底泥土を固化処理して堤体改修のための築堤土に使用することを前提に，固

化処理した底泥土の強度に及ぼす粒度の影響の取扱いを検討するためにフィルダムの池内に堆積した底泥土

の粒度と物理化学的特性の調査を実施した結果を報告する。 

（1） 同一の河川から供給される底泥土では，固化作用に大きな影響を及ぼす細粒分の物理特性は同じで，

粗粒分の割合が上流ほど増えることが分かった。 

（２） 底泥土を細粒分と粗粒分に分け，粗粒分（細粒分）含有率と細粒分の含水比の２つのパラメータで強度

の制御ができることが分かった。 
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